
平成２９年度 県立病院を良くする会 次第

日 時 平成２９年１２月１５日（金）

午後３時３０分から

場 所 徳島グランヴィリオホテル

１階 ヴィリオルーム

１ 開 会

２ 議 事

(1) 県立病院の平成２８・２９年度取組み（トピックス）について

(2) 徳島県病院事業経営計画の取組状況について

(3) 徳島県病院事業収支状況について

３ 閉 会

【配付資料】

資料１ 県立病院の取組み（平成２８・２９年度）

資料２ 平成２９年度徳島県病院事業経営計画の取組状況

資料３ 徳島県病院事業収支の状況
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県立病院の取組み
（平成28・29年度）

平成29年12月15日
県立病院を良くする会資料

資料１



2

基本理念：県民に支えられた病院として，県民医療最後の砦となる

新海部病院エントランス陶板

「地域医療の輪」

地域医療の連携や広がりを表現

県立３病院の医療連携を
「トライアングル」で，
それぞれの病院からの医療の広がりを
「波紋」で表しています。

半永久的に姿が変わらない素材である
陶板を使用し，
「徳島県全域の医療が未来に向かって
発展していく」

との願いが込められています。
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総合メディカルゾーン本部
県立病院と大学病院が隣接する全国的に珍しい立地環境
⇒２病院を一体として医療・教育の拠点化を推進

ＭＺ本部における新たな取組み

県⽴中央病院

①医療の拠点化
◆災害医療の拠点機能の強化に向けて，
両病院で初となる

H29.2.24 合同災害訓練（図上）
H29.10.7 合同災害訓練（実地）

を実施
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連絡橋を通じた患者搬送訓練 トリアージ訓練（中央病院）

マンホールトイレ（中央病院） 救急隊によるトリアージ訓練（徳⼤病院）
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②情報・教育の拠点化
◆「MZ重点研修プログラム（定員３名）」の募集
徳島⼤学病院と県⽴中央病院を主軸とした
新たな⼀体的臨床研修プログラム

⇒結果：フルマッチ
□プログラム内容
期間：徳島⼤学病院８ヵ⽉以上（うち融合研修（両病院での研修）2ヵ⽉以上）

＋県⽴中央病院6ヵ⽉以上が必須
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◆医療情報システムの機能強化
○県⽴３病院の総合情報システムの統⼀化

（平成３０年度稼働予定）
・３病院のサーバをセントラルサーバに集約
⇒「電⼦カルテ等の相互利⽤」を実現
・患者ＩＤ，マスタ及び帳票類を統⼀
⇒「医療共通番号」にも迅速に対応
・「地域医療連携システム」を実装・拡⼤
・医療情報分野の「厚⽣労働省標準規格」を導⼊
⇒各圏域の地域医療機関との
連携強化
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○徳島⼤学病院電⼦カルテ更新（現在調達・導⼊準備中）
両病院を⾏き来する医療関係者がより利⽤しやすい
システム構築に向け，「操作性の同⼀化」を図る
（ポータル画⾯デザインや⽤語辞書の共通化など）

○徳島⼤学病院「阿波あいネット」の構築
（H30.4運⽤開始予定）

これまで，導⼊しているカルテシステムの違い等から
医療機関等で共有できていなかった「患者医療情報」
（病名，検査結果，投薬内容，⼊退院履歴等）を
患者同意の下，県全域の医療機関等で共有するシステム

より安全で質の⾼い医療・介護サービスの提供
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③メディカルストリートと駐⾞場の⼀体化
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◆地域特性に応じた
医療機能向上に向けた取組み

○「認知症」に強い医療体制づくり
H28.6.8 院内デイケア「さぎそう」を開設
n 参加対象
認知機能障害やせん妄があり，参加について主治医の許可がある患者など
上限は原則6名まで

n 実施場所
４階病棟談話室

n 実施⽇時
毎週⽔・⾦曜⽇ 14時から15時30分

n 活動内容
認知機能訓練：お⼿⽟，ぬりえ，

ちぎり絵，押し花等
⾝体機能訓練：輪投げ、ボール投げ

⾵船バレー，体操等

県⽴三好病院
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○「検査値付き院外処⽅箋」の提供開始

H29.6.12 徳島県内の公的病院では初となる
「検査値付き院外処⽅箋」の提供を開始

n 印字項⽬
医薬品投与量の⽬安となる「⾝⻑・体重等の⾝体情報」
90⽇以内に測定歴のある「⾎液検査の検査値の⼀部（14項⽬）」

n 効 果
薬を調剤する院外薬局において，検査値等を参考に，個々の患者ごとに
「処⽅内容」や「副作⽤の初期症状」をチェックした上での調剤が可能となる。

薬物療法の
副作⽤リスクの⾼い
⾼齢外来患者の多い
⻄部圏域において，
より安全で効果的な
医療サービスの提供

につながる
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◆医師確保に向けた住環境の整備
⇒「医師公舎改修⼯事」を実施

改修前 改修後
○公舎外壁改修

外壁補修・塗装を実施
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改修前 改修後
○公舎室内改修

畳をフローリングに

浴槽等交換
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県⽴海部病院
新県立海部病院
平成２９年５月８日

開 院

H29.4.15 完成記念式典テープカット
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平 時 海部・那賀地域における基幹病院
◆より安全で質の高い医療と快適な療養環境の提供

1Ｆ受付・会計

1Ｆ総合案内
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１Ｆ外来診察

個 室

４床室

■個室の⼤幅増加 18床⇒30床

■１床当たり⾯積旧病院の1.5倍
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2Ｆ講堂

■ドクターヘリの運⾏による
「救急医療の強化」

病院棟屋上ヘリポート

2Ｆﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室
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■充実した設備により若手医師の研究・研修を支援

◆総合診療医の育成道場「地域医療研究センター」

研修室 宿泊室
（学⽣⽤）

宿泊室
（研修医⽤）

新専門医制度に対応した

「南阿波総合診療専門研修

プログラム」

による若手医師の育成
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◆海抜１５．６ｍの高台

に移転改築

南海トラフ⼤地震を迎え撃つ先端災害医療の拠点
発 災 時

◆病院棟と

立体駐車場の屋上に

「ヘリポート」を設置

最大重量12ｔの立体駐車場ヘリポート
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◆太陽光発電+蓄電池
+自家発電装置の設置

◆立体駐車場ヘリポートと
病棟２階を連絡通路で接続

◆「災害病棟」

「災害時ＩＣＵ」の活用
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◆「海部・那賀モデル」の推進

協定締結式

H28.12 県・関係４町（那賀・牟岐・美波・海陽）による
医療提供体制「海部・那賀モデル」推進協定締結

「効率的」かつ「質の⾼い」
医療提供体制の構築に向けて
「海部病院」がしっかりと
その役割を果たしていく。

①医療従事者の相互交流
②ＩＣＴを活用したネットワークの構築
③診療材料などの共同調達
④地域医療研究センターを活用した
医師の育成 等の取組みを推進



平成２９年度

徳島県病院事業
経営計画の取組状況

1

資料２

平成29年12月15日
県立病院を良くする会資料



経営計画の評価について
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１ 評価の考え方
「徳島県病院事業経営計画」で定めた「経営指標の状況」及び
「平成２８年度の取組み」を原則として評価するものとする。

２ 評価方法
・ 経営計画で定めた４つの「主要施策」や，
それぞれの「個別施策」を，以下の基準により評価を行い，
各委員から御意見をいただく。
■「個別施策」の評価基準
◎：達成（取組目標を達成済）
○：順調（平成32年度に取組目標を達成できる状況）
△：努力（平成32年度の目標達成には努力が必要）
－：その他（実績値が不明等評価が困難）
■「主要施策」の評価基準
Ａ ：◎又は○が8割以上 Ｂ ：◎又は○が6割以上8割未満
Ｃ ：◎又は○が6割未満
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経営計画の主要４施策について

◇主要施策１
「グループ力の強化」
◇主要施策２
「医療機能の分化と連携の実現」
◇主要施策３
「医療の質の向上」
◇主要施策４
「経営の効率化」
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主要施策１
「グループ力の強化」の自己評価

個別施策 評 価

（１） 広域的な救急医療支援体制の整備 ○

（２） 医師の確保と指導医・専門医の育成 ○

（３） 臨床研修の充実 ○

（４） スペシャリストの養成 ○

（５） 医師，看護師等の勤務環境の改善・充実 ○

（６） 危機管理への対応力の強化 ○

（７） ＩＣＴ（情報通信技術）の活用 ○

（８） 医療器械等の共同購入の推進 △



主要施策１：「グループ力の強化」
（２）医師の確保と指導医・専門医の養成

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

臨床研修指導医数
【県立３病院全体】

９６名 １１３名 １２０名
・ 中央病院： ９７名
・ 三好病院： １２名
・ 海部病院： ４名

◆ 「臨床指導医養成講習会」の受講を促進することで，県立病院
として，新たに１０名の指導医を養成（中央９名，三好１名）

◆ 「中央診療部門医師」の確保に向け，平成２９年４月，中央病院
に徳島大学寄附講座「麻酔診療部」を設置



主要施策１：「グループ力の強化」
（３）臨床研修の充実

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）
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◆ 海部病院においては，高台移転に際し，
医師や実習を行う医学生等の宿泊機能や研修機能
を備えた「地域医療研究センター」を整備

主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

初期・後期臨床研修医数
【県立３病院全体】

３９名 ４７名 ５５名
・ 中央病院： ４３名
・ 三好病院： ３名
・ 海部病院： １名

◆ 三好病院においては，新たに
西部公立３病院，２診療所が共同して取り組む
「にし阿波初期臨床研修プログラム」の指定



主要施策１：「グループ力の強化」
（４）スペシャリストの養成

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）

◆ 認定看護師育成（資格取得分野）
中央病院：新生児集中ケア１名，精神科１名，

がん放射線療法１名，救急看護１名
三好病院：摂食・嚥下障害１名，救急看護１名
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

高度医療研修医師派遣者数
【県立３病院全体】

４名 ９名 １４名
海外 ３名
国内 ２名

専門・認定看護師数
【県立３病院全体】

１７名 ２３名 ３５名
認定看護師 ６名増

看護学生実習指導者数
【中央病院】

２４名 ２４名 ３４名



主要施策１：「グループ力の強化」
（６）危機管理への対応力の強化

進捗状況

○：順 調

◆ 三好病院においては，西部圏域災害医療訓練，
西部圏域防災訓練等を実施
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

ＤＭＡＴ数
【県立３病院全体】

７チーム ８チーム １０チーム
・ 中央病院： ４チーム
・ 三好病院： ２チーム
・ 海部病院： ２チーム

（H28 実績概要）

◆ 中央病院においては，徳島大学病院と
初の合同災害訓練を実施

◆ 海部病院においては，免震構造でツインヘリポート等を
備えた新病院を高台（海抜約１５．６ｍ）へ整備

◆ H30年1月四国ＤＭＡＴ実働訓練本県開催
H30年8月平成30年度大規模地震時医療活動訓練（政府主催）
本県開催



主要施策１：「グループ力の強化」
（８）医療器械等の共同購入の推進

進捗状況

△：努 力

（H28 実績概要）
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

医薬品の採用品目数
【県立３病院全体】

1,869
品目

1,757
品目

1,000
品目以下

目標値は平成30年度目標

医療材料の共同購入品目数

【県立３病院全体】
168品目 193品目 250品目

◆ 県立３病院においては，
医薬品，材料等の標準化に向け，
物品管理システムを一本化（H29年9月～）
◆ 海部病院においては，
南部圏域公立病院を加えた衛生材料等の共同交渉を実施
（「海部・那賀モデル」）

新たに導入された物品管理システム等を活用し，
より一体的な共同購入（交渉）を推進
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主要施策１
「グループ力の強化」の評価（案）

◎○数の合計 ７／８＝８８％

【 評価 Ａ 】
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個別施策 評 価

（１） 高度先進医療・臨床研究の充実 ○

（２） 地域医療連携の充実 △

（３） ホスピタルカーの運行 ○

（４） 地域に不足する機能への取組の検討 ○

（５） 地域医療機関・介護施設等に対する支援
の充実

○

（６） 精神科医療ニーズの高まりに対する対応 ○

（７） 住民に開かれた病院運営 ○

主要施策２
「医療機能の分化と連携の実現」の自己評価



主要施策２：「医療機能の分化と連携の実現」
（１）高度先進医療・臨床研究の充実

進捗状況

○：順 調

◆ 海部病院においては，外来化学療法加算の施設基準を届出

（H28 実績概要）

◆ 中央病院においては，
整形外科・脳神経外科手術支援システムの導入
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◆ 三好病院においては，
県西部で唯一の「地域がん診療病院」 として，
専門的な緩和ケア病棟を持ち，手術・化学療法・放射線治療等など
「フルセットのがん医療」を提供 リニアック（1台923件）

○高精度な治療・検査の実施
リニアック（2台4,220件うち高精度放射線治療275件）
内視鏡下手術支援ロボット（81件） ，ＰＥＴ-ＣＴ （1,292件）



主要施策２：「医療機能の分化と連携の実現」

（２）地域医療連携の充実

進捗状況

△：努 力

（H28 実績概要）

◆ 海部病院においては，訪問診療，訪問看護等の在宅医療を推進
訪問看護857件，訪問診療233件，在宅看取り18件

主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

紹介率

中央病院 ８０％ ８３％ ９０％

三好病院 ４０％ ５２％ ６０％

海部病院 ２９％ ３５％ ４０％

逆紹介率

中央病院 １３９％ １７１％ １８０％

三好病院 ９７％ ８５％ １２０％

海部病院 ３３％ ３７％ ４０％

今後とも，地域の医療ニーズに応じ，
三好・海部病院は，自らも在宅医療の推進に
積極的に関与



主要施策２：「医療機能の分化と連携の実現」
（４）地域に不足する機能への取組の検討

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）

◆ 海部病院においては，訪問診療，訪問看護等の在宅医療を
推進するとともに，地域ニーズのある回復期型病床を導入

◆ 三好病院においては，西部圏域において不足が予測される
高度急性期及び回復期機能について，地域医療構想調整会議
の議論をふまえ，今後，一部回復期機能への機能転換を検討

現 状 ２０２５年の目指す姿

中央病院 高度急性期機能 高度急性期機能

三好病院 高度急性期機能・急性期機能 高度急性期機能・急性期機能・回復期機能

海部病院 急性期機能 急性期機能・回復期機能

[地域医療構想を踏まえた役割]



主要施策２：「医療機能の分化と連携の実現」
（６）精神科医療ニーズの高まりに対する対応

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）

◆ 三好病院においては，高齢化にともなう認知症対策の実施
認知症ケアサポートチーム（オレンジチーム）
院内デイケア「さぎそう」の開始
（平成29年度～週２回）

◆ 中央病院においては，精神科リエゾンチームの編成
定期的なカンファレンスを開催し，医師・看護師・ＭＳＷ等の

情報共有と連携

◆ 海部病院においては，完全予約制の
認知症外来の実施（毎週月曜日及び木曜日）
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主要施策２
「医療機能の分化と連携の実現」の評価（案）

◎○数の合計 ６／７＝８６％

【 評価 Ａ 】
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主要施策３
「医療の質の向上」の自己評価

個別施策 評 価

（１） チーム医療の推進 ○

（２） 病院機能評価の継続受審 ○

（３） 医療安全対策の推進 ○

（４） 院内感染対策の推進 ○

（５） 患者・職員の満足度の向上 ○

（６） 患者さんの信頼を得る医療の推進 ○

（７） 広報活動の充実 ○

（８） 快適な病院利用環境の整備 ○



主要施策３：「医療の質の向上」
（１）チーム医療の推進

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）

主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

備 考

薬剤管理
指導件数

中央病院 11,961件 12,558件 16,000件 H28診療報酬改定に伴う認
定要件の変更によるカウン
ト数の減少等

（救命救急入院料算定患者
が対象外となった。）

三好病院 3,841件 3,358件 4,000件

海部病院 1,905件 1,772件 1,900件

◆ 求められる医療需要に，的確かつ迅速に対応するため，
中央病院においては，「精神科リエゾンチーム」を
三好病院においては，「認知症ケアチーム」を
新たに立ち上げるなど，チーム医療を推進



主要施策３：「医療の質の向上」
（８）快適な病院利用環境の整備

進捗状況

○：順 調

（H28 実績概要）
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◆ 海部病院においては，
新病院の高台移転・開院（平成２９年５月）に伴い，
「立体駐車場の整備」や「路線バスの乗り入れ」を
開始

◆ 三好病院においては，
病院の北側駐車場を整備するとともに，
低層棟の床面の張り替えを実施

◆ 中央病院においては，
外構工事に着手するとともに，徳島大学病院との
「駐車場の共同利用」及び「路線バスの乗入れ」
について関係機関と協議を実施
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主要施策３
「医療の質の向上」の評価（案）

◎○数の合計 ８／８＝１００％

【 評価 Ａ 】
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主要施策４
「経営の効率化」の自己評価

個 別 施 策 評 価

（１） 収入確保
の強化

急性期医療の重点化 △

（２） ＤＰＣ分析による経営戦略の策定 ○

（３） 診療報酬制度への戦略的な取組 ○

（４） 未収金の発生防止と改修促進 ○

（５） 医師の確保と育成（再掲） ○

（１） 経費削減
の強化と
効率化の
推進

後発医薬品の採用 ◎

（２） 医療器械等の共同購入の推進（再掲） △

（３） 効率的な委託業務の推進 ○

（４） 医療情報システムの統一化及び総務事務の

ＩＣＴ化

○

（５） 事務部門のスリム化と強化 ○

（６） 病院資産の有効活用 ○



主要施策４：「経営の効率化」
（１）急性期医療の重点化

進捗状況

△：努 力

（H28 実績概要）
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ32年度
目標値

説 明

平均在院

日数

中央病院 9.7日 9.9日 9.6日 精神病床を除く

三好病院 16.1日 14.0日 13.5日 緩和ケア病床を除く

１日平均
新規入院
患者数

中央病院 30.9名 30.5名 33名 精神病床を除く

三好病院 8.2名 8.8名 10名 緩和ケア病床を除く

平均在院日数については，今後，
地域で求められる医療機能に応じ，
どういった目標値としていくか検討
が必要



主要施策４：「経営の効率化」
（１）後発医薬品の採用

進捗状況

◎：達 成

（H28 実績概要）
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主要指標 Ｈ26年度
（計画策定時）

Ｈ28年度
実績値

Ｈ30年度
目標値

説 明

後発医薬品
割合

中央病院 68.4％ 82.6％ 80％ Ｈ28目標値：７０％
（数量シェア算定式）＝
[後発医薬品の数量]／
[後発医薬品のある先発医薬品数量]
＋［後発医薬品の数量］

三好病院 63.9％ 83.0％ 80％
海部病院 82.2％ 90.7％ 80％

◆ 調剤薬局における後発医薬品使用率アップに向け，
外来処方箋の「一般名処方」を県立３病院で実施
海部病院（平成２４年度より実施）
中央病院（平成２９年１１月１日より実施）
三好病院（平成２９年１２月１８日より実施予定）
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主要施策４
「経営の効率化」の評価（案）

◎○数の合計 ９／１１＝８２％

【 評価 Ａ 】
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１　経営計画と実績（全体）

　（１）総収益（単位：百万円） 　（２）総費用（単位：百万円）

　（３）純損益（単位：百万円） 　（４）概況
区分 H26 H27 H28 H32 H35 ■収益：診療単価の上昇により医業収益が増加
計画 - ▲ 1,208 ▲ 986 ▲ 440 ▲ 165
実績 ▲ 1,458 ▲ 954 ▲ 714 - -
差引 - 254 272 - -

　（５）計画に対する評価
　　　■診療収益が過去最高を更新し、計画を上回る収支改善

■費用：給与改定などによる給与費の増加
　　　　　改築に伴う除却・移転費用の増加
　　　　　医業収益の増加に伴う診療材料費の増加

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

給与費 減価償却費 経費・材料費等 その他費用

給与費 減価償却費 経費・材料費等 その他費用

【計画】

【実績】

H26 H27 H28 H32 H35

給与費

減価

償却費

経費・

材料費

等

その他

費用

-46 +54

+246 +172

-29 -48

+275-85

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

医業収益 医業外収益
医業収益 医業外収益

H26 H27 H28 H35H32

【実績】
【計画】

H

医業

収益

医業外

収益

-92 +85

+432 +640
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２-1　病院別の状況

　（１）総収益（単位：百万円） 　（２）総費用（単位：百万円）

　（３）純損益（単位：百万円）
区分 H26 H27 H28 　（４）平成２８年度収支の概況
計画 － 149 56 　　　■収益：診療単価の上昇により医業収益が増加
実績 ▲ 304 206 491 　　　■費用：医師公舎解体による除却
差引 － 57 435

　（５）計画に対する評価
　　　■診療収益の大幅な増加により、２年連続の黒字を達成

中央病院

14,832
15,567 15,951

12,526
13,317 13,624

2,306 2,250 2,327

15,053

2,302
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15,136 15,361 15,460

6,862 7,071 7,330

5,325
5,936

5,741

1,343 1,333 1,317

14,997

7,271
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1,326
0

2,000

4,000
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8,000

10,000
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14,000

16,000

18,000

H26 H27 H28

総費用 給与費 経費・材料費等 減価償却費△は計画値 △は計画値
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２-２　病院別の状況

　（１）総収益（単位：百万円） 　（２）総費用（単位：百万円）

　（３）純損益（単位：百万円）
区分 H26 H27 H28 　（４）平成２８年度収支の概況
計画 － ▲ 1,079 ▲ 571
実績 ▲ 858 ▲ 870 ▲ 792
差引 － 209 ▲ 221

　（５）計画に対する評価
　　　■計画に沿った収支改善に向けて、更なる収益増の取り組みが必要

　　　■収益：診療単価の上昇の一方、患者数減少のため横ばい

三好病院

　　　■費用：施設・器械等の減価償却費（約１．９億円）、
　　　　　　　　委託料（約０．６億円）の増加
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0
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5,000
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総費用 給与費 経費・材料費等 減価償却費△は計画値△は計画値
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２-３　病院別の状況

　（１）総収益（単位：百万円） 　（２）総費用（単位：百万円）

　（３）純損益（単位：百万円）
区分 H26 H27 H28 　（４）平成２８年度収支の概況
計画 － ▲ 37 ▲ 216 　　　■収益：診療単価の上昇により医業収益が増加
実績 ▲ 72 ▲ 69 ▲ 172 　　　■費用：新病院開院に伴う臨時的経費の増加
差引 － ▲ 32 44

　（５）計画に対する評価
　　　■診療収益の増加により収支改善

海部病院
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３　前年度決算額及び経営計画　収支計画との比較
（単位：百万円）

Ｈ２８決算
（Ａ）

Ｈ２７決算
（Ｂ）

Ｈ２８計画
（Ｃ）

（Ａ）－（Ｂ） （Ａ）－（Ｃ）

医業収益 18,836 18,388 18,196 448 640

（中央病院） 13,624 13,317 12,751 307 873

（三好病院） 3,581 3,494 3,888 87 ▲ 307

（海部病院） 1,631 1,577 1,557 54 74

医業外収益 3,671 3,642 3,586 29 85

（中央病院） 2,327 2,250 2,302 77 25

（三好病院） 1,012 1,048 956 ▲ 36 56

（海部病院） 306 313 312 ▲ 7 ▲ 6

特別利益 0 0 0 0 0

（中央病院） 0 0 0 0 0

（三好病院） 0 0 0 0 0

（海部病院） 0 0 0 0 0

　計 22,507 22,030 21,782 477 725

（中央病院） 15,951 15,567 15,053 384 898

（三好病院） 4,593 4,542 4,844 51 ▲ 251

（海部病院） 1,937 1,890 1,869 47 68

区分

総収益
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（単位：百万円）
Ｈ２８決算
（Ａ）

Ｈ２７決算
（Ｂ）

Ｈ２８計画
（Ｃ）

（Ａ）－（Ｂ） （Ａ）－（Ｃ）

医業費用 21,783 21,292 21,384 491 399
（中央病院） 14,389 14,340 13,985 49 404
（三好病院） 5,109 4,821 5,129 288 ▲ 20
（海部病院） 2,022 1,881 2,006 141 16

（給与費） 11,552 10,981 11,277 571 275
（中央病院） 7,330 7,071 7,271 259 59
（三好病院） 2,798 2,514 2,610 284 188
（海部病院） 1,209 1,156 1,190 53 19

（減価償却費） 2,072 2,121 2,120 ▲ 49 ▲ 48
（中央病院） 1,317 1,333 1,326 ▲ 16 ▲ 9
（三好病院） 642 667 657 ▲ 25 ▲ 15
（海部病院） 111 118 135 ▲ 7 ▲ 24

医業外費用 1,404 1,368 1,384 36 20
（中央病院） 1,037 1,021 1,012 16 25
（三好病院） 276 267 286 9 ▲ 10
（海部病院） 87 78 79 9 8

特別損失 34 324 0 ▲ 290 34
（中央病院） 34 0 0 34 34
（三好病院） 0 324 0 ▲ 324 0
（海部病院） 0 0 0 0 0

　計 23,221 22,984 22,768 237 453
（中央病院） 15,460 15,361 14,997 99 463
（三好病院） 5,385 5,412 5,415 ▲ 27 ▲ 30
（海部病院） 2,109 1,959 2,085 150 24

▲ 714 ▲ 954 ▲ 986 240 272
（中央病院） 491 206 56 285 435
（三好病院） ▲ 792 ▲ 870 ▲ 571 78 ▲ 221
（海部病院） ▲ 172 ▲ 69 ▲ 216 ▲ 103 44

純 損 益

区分

総費用
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